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１．委員の指摘及び提言概要 

リン供給がサンゴの生育に関与していることを明らかにした点、CO₂濃度400ppmでのPの閾値を

示すことができたことは、高く評価できる。また、水温上昇で影響が増幅される可能性があること

など、重要な知見が得られたと考える。遺伝子解析、陸域負荷の実測、室内での実験、モデリング

などの異なる手法を有効に組み合わせて、学術的に新しい知見を得ている。河口流域の土地利用や

農業のあり方についての提言などを含め、珊瑚礁の保全に関わる成果をさらに活用することを期待

する。 

 

２．採点結果 
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